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（契印省略）

陸上貨物運送事業の荷役作業における安全確保対策の実施状況の把握について

陸上貨物運送事業（以下「陸運業」という。）の荷役作業における安全対策について

は、「「陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドライン」の策定についてJ

（平成25年3月初日付け基発0325第1号。以下「ガイドラインjという。）が示され

るとともに、その実施に当たっては「陸上貨物運送事業の荷役作業における安全確保対

策の具体的な実施に当たって留意すべき事項について」（平成25年3月25日付け基安

安発0325第1号。以下「荷役留意通達」という 0）において示しているところである。

今般、「安全衛生業務の推進についてJ（平成28年2月18日付け基安発0218第1号）

記の3( 5）エに示された荷役作業の安全対策に関する調査表の提出については、下記

により実施されたい。

言己

1 目的

本調査表の提出I：：：係る目的は、次のとおりである。

(1）ガイドラインに示された実施事項について、陸運業の事業者（以下「陸運事業者」

という。）及び荷主、配送先、元請事業者等（以下「荷主等」という。）の各々の取

組状況を把握するとともに、荷役作業における労働災害の発生状況及び傾向等をよ

り詳細に把握し、今後の行政運営の基礎資料とすること。

( 2）陸運事業者、荷主等に対し、調査表の作成を通じて、ガイドラインの周知のみな

らず、ガイドラインに示された具体的な実施事項の取組を促すこと。

2 調変方法

( 1)調査対象期間

災害発生日が平成 28年4月1日から平成29年3月31日まで。



(2）対象事業場

荷役留意通達の記の3 (2）ア及びイに該当する事業場。

なお、荷役留意通達の記の3 (1）に該当する事業場についても、対象事業場

として差し支えないこと。

(3）調査方法

ア荷役留意通達の記の3 ( 2）アに該当する陸運業の事業場に対し、再発防止対

策書の報告を求めるi際i之、再発防止対策書と併せて別添1の誠査表の提出を求

めること。

イ 荷役留意通達の記の3 ( 2）イに該当する荷主等の事業場に対し、要請文書を

送付する際に、別添2の調査表の提出を求めること。

3 調査表の送付等

(1）調査表の回収

調査表の報告及び提出はいずれも任意であるが、 1の臼的に鑑み、可能な限り

多く回収するよう努めること。

(2）調査表の送付

提出された調査表については、局安全主務課を経由して以下の期日までに本省

安全衛生部安全課（物流陶サービス産業・マネジメント班）あて郵送すること。

ア 平成 28年4月1Bから同年9月 30日までに提出された分については、同年

10月28日までに送付すること。

イ 平成28年 10月1日から阿年 12月31日までに提出された分については、平成

29年1月31日までに送付すること。

ウ平成29年1月1日から同年4月28日までに提出された分については、同年5

月31日までに送付すること。

( 3）好事例の送付

陸運業の事業場から報告された再発紡止対策書の中で、効果的な取組であると

考えられるものについては、その写しを上記（2）に併せて送付すること。

4 その他

本省に送付された調査表については、本省にて全国集計するとともに、その結果に

ついて情報提供する予定であること。



調査表（陸運事業者用） 平成 年 月 日提出

本調査表には、貴事業場の労働者が被災した荷役作業中の労働災害について、所要事項を

記載の上、再発紡止対策警と併せて、一一一労働基準監督署宛に提出をお願いいたします。

｜貴事業場名［ ｜災害発生日｜平成 年 月 日｜

｜住所 I ｜労働者数 ｜ 人｜

A 貴事業場の労働者が被災した荷役作業中の労働災害について、

以下の質問それぞれに当てはまる項目の太枠内にOを記入してください。
間A-1.労働災害が発生した場所はどこです方、

また、発生場所が他社の事業場の場合（※）、事業場名、住所、業種なども記入してください。

荷を積み込んだ

事業場※

配送先の事業場や．

荷を取り下ろした事業場※

自社（陸連事業者）

の事業場

宅配・集荷先の

個人宅

※事業場名

※住所

※業種（例ー貴品製造業、機械器具製造業、建設工事業、スーパ一等） ［具体約に記入；

その他［具体的に記入：

→どちらか選択 口荷主 口陸還元請

】

問A-2.被災した差盤重金盤彊は何ですか。

｜ ｜運転手 ｜ ｜拘置作業員活転手以外） jその他則的に記入
問A-3.災害発生時、被災した差盤l重金位量はどこですか。具体的に記入してください。

トラック上（例グオリ上、テールゲートUフター上、荷台上）【具体的に記入．

建物や施設（例荷さばき場、階段、通路）【具体的に記入・

その他（例.7ォーヲリフトよなど）【具体的に記入．

間A-4.災害発生時、被災した労働者はどのような作業に従事していましたか。

司
』
一
、
』
一
司
』

荷の積み込み中

その他【具体的に記入：

問A-5.災害の屋圏は何ですか。（考えられるととを具体的に記入して三ださい。護盆選恕豆）

荷の取り下ろし中 移動中（歩行中）

l 

建物や設備の婆因（床商、階段など）［具体的に記入． ］ 

荷役運搬機械の要因（フォーヲリフトなど）［具体的に記入．

トラッウの要因【具体的に記入

請の要因（荷姿、配置など）【具体的に記入． 】

荷役用具の要因（台車、カゴ車など）【具体的に記入

作業方法の要因（荷の持ち上げ方、作業計画、作業指揮など）【具体的に記入： 】

運行時間の要因（着時間、休憩時間など〉【具体的に記入 】

その他の要因（作業員の健康など）【具体的に記入． 】



問A 6被災した労働者は、怪童堕ニ歪袋を着用し、使用していましたか。また、どのようなものでしたか。

保髄柑 ｜ ｜未着用・不使用 ！ i着用・使用【具体的に記入：
手袋 ｜ ｜未着用・不使用 I i制使用【具体的に記入
間A-7.被災した労働者が使用していた星箆はどのようなものでしたか。

履物
安全靴 耐；骨性のある靴（安全靴除く） 運動靴 スリッパ”サンダルなど

その他【具体的に記入

問A-8.災害発生時、被災した労働者が使用していた車両の種類と最大積載量はどれですか。

種類
平ボディ ウイング車 パンボディ（ウイング車を除く）・保冷車

タンクローリー ｜ ｜その他【具体的に記入

最大積載量｜ I sトン以上 I I sトン未満 ｜ ｜その他【具体的に記入’
B 貴事業場における荷役作業の安全対策について、労働災害の盈主藍と盈生堂、

それぞれに当てはまる項目の太枠内にOを記入してください。
問B-1.荷役災害防止のための担当者を指名しましたか。

指名していなかった

指名していない

た＝、＝L畠
て
一
た

し
出
し

名
一
名

指
一
指

問B-2.荷役作業を行う労働者（運転者を含む）に対し、補役作業の安全衛生教育を実施しましたか。

発生前 I i実施していなかった ｜ i実施していた【教育待問一人あたり
発生後 i l鵬していない ｜ ｜実施した 【教育時間一人あたり

問B-3.荷役作業について、リスクアセスメントを実施しましたか。

' 発生前 ｜ ｜実施していなかった ｜ ｜実施していた

発生後 ｜ ｜実施していない ｜ ｜実施した

問B 4.荷主等（荷主、配送先、元請事業者等）の事業場において1Tう荷役作業の「有無｜、「血血」

l盆劃金主iについて、荷主等へ事前に確認しましたかロ

時間］

時間】

発生前 確認していなかった 確認していた 【確認方法：

］ 発生後 ｜ ｜確認していない ｜！ ｜確認した 【確認庁法

問B 5目不安全な荷役作業や無理な着時開設定について、荷主等に対し改善を求めましたか0

1 発生前｜ ｜求めてゆかった ｜ ｜求めていた

発生後 I ｜求めていない ｜ ｜求めた

問B 6荷役作業の内容に応じて、宝金主笈生議長ましたか。

発生前 ｜ ｜講じていなかった ｜ ｜講じていた

発生後｜ ｜購じて時い ｜ ｜講じた

間B 7運転者に荷役作業を行わせる場合、運転者の疲労に配慮した運行計蘭を設定しましたか。

発生前

発生後

設定していなかった

股定していない

たして
た

t
u
e
u
 

定
一
定

設
一
設



調査表（荷主、配送先、元請事業者用） 平成 年 月 日提出

本調査表は、貴事業場構内等において、建運事業者の労働者が荷役作業中に被匙ん孟盟働

災害について調査するものです。所要事項を記載の上、 労働基準監督署宛に提出してい

ただきますよう、ご協力お願い申しょげます。

質事業場名｜ ｜貴事業場の業種

住所 ｜ ｜労働者数｜ 人｜災害発生白｜平成 年 月 日

A 労働災害発生時、貴事業場は以下のうちどれに該当しましたか。

｜ ｜発荷主（荷を送る側） ｜ ｜着荷主備を受け取る側配送先）｜ i聾還元情事業者

B 貴事業場における荷役作業の安全対策について、労働災害の童生直と韮生盤、
それぞれに当てはまる項百の太枠内にOを記入してください。

間B-1.栂役災害防止のための担当者を指名しましたか。

発生前 ｜ ｜指名していなかった ｜ ｜指名していた

発生後 ｜ ｜指名していない I i指名した
問B 2.指名した待役災害防止のための担当者に対し、必要な教育を実施しましたか。

発生前

発生後

実施していなかった

実施していない

実施していた

実施した

問B-3. 貴事業場構内等での荷役作業の「有無｜、工白昼よ、 f盆盤金~ょについて、

陸海事業者へ事前に通知しましたか。また、どのように通知しましたか

発生前 通知していなかった
通知していた 運送引受書など｜ ｜安全作業連絡書

どのように？→ その他 I 】

発生後 通知していない
通知した 運送引受書など｜ ！安全作業連絡書

どのように？→ その他｛

間B 4.安全な作業手順を省略されないよう、弾力的な荷の着時聞を設定しました力、

発生前

発生後

Ill:定していなかった

殻定していない

設定していた

設定した

間B 5. 陸連事業者からの荷役作業の安全に関する改善要望に対し、監差ζ三金tf"~Lた力、

発生前 ｜ ｜改善のため対応していなかった ｜ ｜改善につなげていた

発生後 ｜ ｜改善のため対応して叫い ｜ ｜改善につなげた

問お 6 荷役作業場所の巡視・点検争実施しましたか。

発生前 実施していなかった 実施していた

発生後 I i実施していない I l実施した

要望がなかった

要望はない

問B-7.陸運事業者が不安全な方法で荷役作業を行っていた際、重差主主主ましたか。

発生前

発生後

求めていなかった

求めていない

求めていた

求めた

】



一一日一一

問B-8.賞事業場で、陸連事業者が行う荷役作業についでのリスクアセスメントを実施しました油、

発生前

発生後

実施していなかった

実施していない

実施していた

実施した

間B-9.荷役作業を行う場所について、安全な荷役作業が行える状況に保持しました方、

発生前

発生後

保持していなかコた

保持していない

保持していた

保持した

C 貴事業場が実施した具体的な改善について、労働災害の韮主監と童生輩、

それぞれに当てはまる項目の太枠内にOを記入してください。

間C-1.荷役作業場所・移動経路の改善について（複数選恕豆）

荷役作業に必婆な広さの確保

荷役作業場所の床の凹凸や段差の改善

床面の防滑対策の実施

照明の照度の改善

荷役作業場所の混雑の緩和

整理整頓の実施

雨風の当たらない荷役作業湯所の確保

安全な通路の確保

遇路の死角部分へのミラー設置

その他の対策【具体的に記入

問C-2.墜落危険個所の改善について（譲数選恕豆）

墜落防止柵の設置

昇降設備の設置、踏み台・昇降用具の用意

安全都在取付ける設備の設置

その他の対策【具体的に記入・

間C-3.荷役運搬機械などの改善について（援数選怒豆）

安全な荷役還搬機械（フォークリフト、クレーン、コンベアなど）の用意

安全な荷役運搬用具（台車など）の用意

その他の対策［具体的に記入

問C 4.その他（盗塗選翠亙）

休憩設備の設置

安全な作業方法などについて、陸運事業者と協議する場の設定

その他の対策［具体的に記入：

】

] 

↓発生前

していた

していた

していた

していた

していた

していた

していた

していた

していた

していた

↓発生前

していた

していた

していた

していた

↓発生前

していた

していた

していた

↓発生前

していた

していた

していた

↓発生後

した

した

した

した

した

した

した

した

した

した

↓発生後

した

した

した

した

L発生後

した

した

した

↓発生後

した

した

した




